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中
央
執
行
委
員
会
は
、
６
月

８
日
、
第
６
回
団
体
交
渉
に
臨

み
、
２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争

に
お
い
て
回
答
を
見
送
っ
て
い

た
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、

会
社
か
ら「
基
準
内
賃
金
の
１
・

25
ヵ
月
分
を
６
月
30
日
以
降
準

備
で
き
次
第
支
払
う
」
他
、「
一

時
金
の
支
払
い
」「
臨
時
貸
付

制
度
の
設
定
」
に
つ
い
て
の
回

答
を
受
け
た
。

今
次
夏
季
手
当
交
渉
は
、
２

月
10
日
に
要
求
書
を
提
出
以
降
、

賃
金
改
定
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）

や
労
働
条
件
改
善
交
渉
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
の
中
に
お
い
て
も
、

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
保
に
向

け
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
懸
命
に

奮
闘
し
て
き
た
組
合
員
の
労
苦

に
応
え
る
よ
う
会
社
に
強
く
訴

え
て
き
た
が
、
３
月
19
日
の
回

答
予
定
日
と
な
っ
て
も
、
会
社

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
当
社
の
経
営
に
与

え
る
影
響
が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
か
ら
回
答
で
き
る
状
況
に
な

い
」
と
し
て
回
答
を
見
送
っ
て

い
た
。

過
日
行
わ
れ
た
交
渉
に
お
い

て
も
、
私
た
ち
の
主
張
を
再
度

訴
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

会
社
回
答
は
、
私
た
ち
の
想
い

に
応
え
き
れ
て
お
ら
ず
甚
だ
不

満
は
残
る
も
の
の
、
こ
の
間
の

協
議
経
過
を
踏
ま
え
、
こ
れ
以

上
の
前
進
は
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
、
組
合
員
の
生
活
設
計
を

踏
ま
え
妥
結
し
、
２
０
２
１
春

季
生
活
闘
争
を
終
結
す
る
こ
と

と
し
た
。

交
渉
で
中
原
中
央
執
行
委
員

長
は
「
２
０
２
０
年
度
決
算
の

状
況
は
理
解
す
る
が
、
想
定
よ

り
も
改
善
で
き
た
の
は
組
合
員

夏
期
手
当
１・25
ヵ
月
で
妥
結

一
時
金
支
給
に
よ
る
地
域
社
員
及
び
嘱
託
再
雇
用
社
員
の

支
給
水
準
確
保
・
臨
時
貸
付
制
度
の
設
定
を
確
認

2021 年度夏季手当の支払いについて

１ 　社員

　　基準額は、基準内賃金に 1.25（支払月数）を乗じた額とする。

　　支払日は、2021 年６月 30 日以降準備でき次第とする。

２ 　嘱託再雇用社員

　　期末手当Ａにおける基準額は、基礎額に次の支払月数を乗じた額とする。

　　　雇用期間 3 年以上の者　　　　　　0.94 箇月

　　　雇用期間 3 年未満の者　　　　　　0.63 箇月

　　支払日は、2021 年６月 30 日以降準備でき次第とする。

地域社員の夏季手当について

○　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級の者の支払月数は、

1.25 箇月とする。

○　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級以外の者の支払

月数は、次のとおりとする。

　　　雇用期間 5 年以上の者　　　　　　1.25 箇月

　　　雇用期間 3 年以上 5 年未満の者　　0.94 箇月

　　　雇用期間 3 年未満の者　　　　　　0.63 箇月

　※　試用期間中の者を含む。

一時金の支給について

１　支払対象者

　　2021 年６月 1 日（以下、「基準日」という）現在在籍する地域社員及び嘱託

再雇用社員に対して支払う。ただし、次の各号に該当する者を除く。

　⑴　2021 年度夏季手当を支払われない者

　⑵　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級の者

⑶　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級以外の者で雇

用期間 5 年以上の者

　⑷　基準日前 1 箇月以内に定年退職し、嘱託再雇用社員として雇用される者

２　支払額

　⑴　地域社員

　　ア　地域社員の支払額は、次のとおりとする。

　　　①　雇用期間３年以上５年未満の者　　基礎額に 0.31 を乗じた額

　　　②　雇用期間３年未満の者　　　　　　基礎額に 0.62 を乗じた額

　　イ　アに規定する基礎額は、次のとおりとする。

　　　①　基本賃金を月額で支払う者　　基本賃金月額＋地域手当＋扶養手当

　　　②　基本賃金を日額で支払う者

　　　　　　　　　　　　　　　　（基本賃金日額＋地域手当）×22＋扶養手当

　⑵　 嘱託再雇用社員

　　ア　嘱託再雇用社員の支払額は、次のとおりとする。

　　　①　雇用期間 3 年以上の者	　　基礎額に 0.31 を乗じた額

　　　②　雇用期間 3 年未満の者	　　基礎額に 0.62 を乗じた額

　　イ　アに規定する基礎額は、基本給及び都市手当の月額の合計額とする。

３　支払日

　　2021 年７月 21 日以降準備でき次第とする。

臨時貸付制度の設定について

１　貸付対象者	

　　2021 年６月 1 日（以下、「基準日」という）現在在籍する社員、地域社員

及び嘱託再雇用社員を対象とする。ただし、基準日現在において次の各号に

該当する者及び 2021 年７月末日までに退職する見込みの者（ただし、嘱託

再雇用社員として雇用される者を除く）を除く。　　　　　　
（裏面に続く）

の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
下
に
お
い
て
も
業
務
に
奮
闘

す
る
社
員
・
組
合
員
の
想
い
を

踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
会
社
回
答

は
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
職
場
で
は
こ
の
間
の
年

末
手
当
等
の
支
給
月
数
や
株
主

配
当
の
状
況
を
踏
ま
え
非
常
に

大
き
な
不
安
や
不
満
を
持
っ
て

い
る
。
今
期
は
通
期
で
黒
字
の

見
通
し
を
立
て
て
お
り
、社
員
・

組
合
員
の
協
力
無
く
し
て
は
成

し
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
経
営

が
回
復
し
た
暁
に
は
見
え
る
形

で
還
元
を
す
べ
き
で
あ
る
」
と

主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
会
社
側
を
代
表

し
て
三
浦
人
事
部
長
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
に
よ

る
未
曾
有
の
危
機
で
あ
り
、
こ

の
間
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

の
拡
大
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入

等
、
社
員
の
働
き
方
も
劇
的
に

変
化
し
、
さ
ら
に
変
化
の
ス
ピ

ー
ド
が
早
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
公
共

交
通
従
事
者
と
し
て
の
社
会
的

使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、
Ｂ

Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
聖
域
な
き
経

費
節
減
な
ど
会
社
施
策
に
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
一
方
、
株
主
に
つ
い
て
も

お
客
さ
ま
、
社
員
と
同
様
に
重

要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
の
経

営
状
況
の
中
、
配
当
を
行
う
こ

と
に
よ
り
会
社
を
安
定
的
か
つ

長
期
的
に
支
え
て
い
た
だ
く
株

主
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、
社

員
へ
の
理
解
を
求
め
る
取
り
組

み
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
」

と
し
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
２
０
２

１
年
度
新
入
社
員
の
組
合
加
入

に
向
け
て
、
5
月
10
日
の
現
場

配
属
以
降
、
５
月
13
日
の
大
分

地
本
管
内
に
配
属
さ
れ
た
12
名

の
加
入
を
皮
切
り
に
、各
地
本
・

支
部
・
分
会
役
員
の
献
身
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
５
月
末
現

在
で
１
３
３
名
（
地
域
社
員
か

ら
の
社
員
採
用
含
む
）
が
私
た

ち
の
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
に
加
入
し

た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
間

の
取
り
組
み
に
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
、
こ
の
度
は
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ
の
加

入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、
会

社
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
日
々
不
安
の

中
で
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時

こ
そ
労
働
組
合
と
会
社
が
一
致
協
力
し
て
、
こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は

加
入
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
雇
用
を
し
っ
か
り
と
守
り
、

賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件
の
向
上
や
安
心
し
て
働
け

る
職
場
環
境
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
組
合
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
歓
迎
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）　

中
央
執
行
委
員
長
　
中
原
　
博
徳
　

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

新
入
社
員
１
３
３
名

を
迎
え
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

新
入
社
員
１
３
３
名

を
迎
え
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

新
入
社
員
１
３
３
名

を
迎
え
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

新
入
社
員
１
３
３
名

を
迎
え
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

新
入
社
員
１
３
３
名

を
迎
え
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

新
入
社
員
１
３
３
名

を
迎
え
る
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人
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UP

博
多
支
部
　
原
　

信

康
さ
ん

ＪＲ九州労組公式アカウント

登録者数が1,000人
をこえました！！

ID：@yqw2478t

　登録がお済みでない方は、
ＬＩＮＥアプリの「友だち追
加」から下のＱＲコードを読
み取るか、ＩＤ検索により登
録をお願いします。

　⑴　出向休職（出向先基準の者に限る）中の者　　　　　（１面からの続き）

　⑵　自己都合休職中の者

　⑶　公職休職中の者

　⑷　専従休職中の者

２　貸付額

　⑴　社員

　　　基本給、都市手当及び扶養手当の月額の合計額を上限とする。

　⑵　地域社員

　　ア　基本賃金を月額で支払う者

　　　　基本賃金月額、地域手当及び扶養手当の月額の合計額を上限とする。

　　イ　基本賃金を日額で支払う者

　　　　以下の合計額を上限とする。

　　　　（基本賃金日額＋地域手当）× 22＋扶養手当

　⑶　嘱託再雇用社員

　　　基本給及び都市手当の月額の合計額を上限とする。

３　利息

　　無利息とする。

４　返済期限

　　返済開始月を含む 60 ヵ月以内に返済するものとする。

５　返済方法

　給与控除により返済するものとする。退職時に貸付残高がある場合は、退

職金等により清算することとし、それによれない場合は、会社からの請求に

基づく一括返済とする。

６　申請期間

　　2021 年７月１日から 2021 年８月 10 日までとする。

た
。そ

の
後
、
11 

人
の
代
議
員
・

特
別
代
議
員
が
質
疑
に
立
つ
中
、

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら
は
芦
原
書

記
長
が
代
表
と
し
て
発
言
し
た
。

芦
原
書
記
長
は
、
安
全
確
立

に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
こ

の
間
の
緊
急
政
策
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
に
感
謝
を

述
べ
た
上
で
、
引
き
続
き
公
的

支
援
の
実
現
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
需
要
喚
起
策
の

導
入
・
誘
導
に
向
け
た
取
り
組

み
強
化
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
産
業
雇
用
安
定
助
成

金
の
活
用
に
つ
い
て
、「
受
給

要
件
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
、
計

画
届
と
申
請
届
の
提
出
が
必
要

で
あ
る
こ
と
や
申
請
用
紙
を
出

向
先
会
社
毎
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
手
続
き
が
煩
雑
で

あ
り
、
給
付
金
支
給
額
の
計
算

も
非
常
に
複
雑
で
分
か
り
づ
ら

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
活
用
し
や

す
い
助
成
金
と
す
る
た
め
に
諸

手
続
き
の
簡
素
化
、
給
付
金
の

定
額
化
、
支
給
対
象
月
数
の
拡

大
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
関

係
省
庁
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

総
括
答
弁
で
尾
形
事
務
局
長

は
「
厳
し
い
環
境
下
で
も
い
つ

か
報
わ
れ
る
と
信
じ
、
絶
対
に

諦
め
る
こ
と
な
く
、
安
全
も
安

心
も
自
分
た
ち
の
手
で
つ
か
み

取
る
べ
く
行
動
し
続
け
よ
う
。

『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
掲

げ
て
よ
り
組
織
を
強
化
・
拡
大

し
て
い
く
と
と
も
に
、『
提
言
』

の
浸
透
に
向
け
た
各
単
組
と
の

議
論
を
通
じ
て
運
動
の
幅
を
広

げ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
明
る
い
未
来

を
切
り
拓
こ
う
」
と
力
強
く
訴

え
か
け
た
。
そ
の
後
、
す
べ
て

の
議
案
と
大
会
宣
言
が
採
択
さ

れ
、
２
０
２
１ 

年
度
の
運
動

Ｊ
Ｒ
連
合

第
31
回
定
期
大
会
を
開
催

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
16
日
、

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
に
お
い

て
第 

31 

回
定
期
大
会
を
開
催

し
た
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
書
面
に
よ
る
議
決
と
さ

れ
た
が
、
今
年
は
会
場
に
感
染

症
対
策
を
施
し
た
上
で
リ
モ
ー

ト
併
用
で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
た
荻
山
市
朗
会
長

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
果
敢

に
緊
急
政
策
課
題
へ
の
対
応
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
触
れ

た
上
で
、
安
全
の
確
立
と
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
運
動
の
展
開

に
つ
い
て
重
点
を
置
い
た
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。
特
に
後
者
に

つ
い
て
は
、
本
大
会
で
運
動
の

羅
針
盤
と
な
る
政
策
提
言
「
将

来
を
見
据
え
た
Ｊ
Ｒ
産
業
の
あ

り
方
と
私
た
ち
の
働
き
方
」（
以

下
、
提
言
）
を
提
起
す
る
こ
と

か
ら
、
産
業
政
策
と
労
働
政
策

の
両
面
で
能
動
的
に
議
論
を
リ

ー
ド
す
る
決
意
を
明
ら
か
に
し

た
。議

事
で
は
２
０
２
０
年
度
の

経
過
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
加
盟
し
た
「
交
運
共
済

労
働
組
合
」
が
紹
介
さ
れ
、
満

場
の
拍
手
で
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

ま
た
、
提
言
に
つ
い
て
は
、
運

動
方
針
の
一
部
と
し
て
大
学
教

授
や
マ
ス
コ
ミ
有
識
者
の
３
名

の
講
演
で
補
強
す
る
と
と
も
に

執
行
部
か
ら
概
要
が
提
起
さ
れ

２期４年の任期を終え、
あいさつを述べる北村氏

発言する芦原書記長

方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

そ
し
て
荻
山
会
長
の
団
結
が
ん

ば
ろ
う
に
よ
り
閉
会
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
で
は
、
事

務
局
長
の
尾
形
氏
、
執
行
委
員

の
今
井
氏
、
中
山
氏
、
中
村
氏
、

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
選
出
の
北
村
氏

が
退
任
し
、
新
た
な
執
行
体
制

と
し
て
事
務
局
長
に
政
所
氏

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）、
執
行

委
員
に
相
良
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
）、
宮
野
氏
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
）、
森
安
氏
（
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
）、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
よ
り
鎗
光
氏
が
選
出
さ
れ
、

新
体
制
を
確
立
し
た
。

九
州
の
交
通
運
輸
産
業
で
働

く
仲
間
で
つ
く
る
、
九
州
地
方

交
運
労
協
は
、
7
月
２
日
熊
本

市
に
お
い
て
「
第
17
回
交
通
運

輸
研
究
集
会
」
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
中
原
議
長
は
「
交
通

運
輸
産
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

国
の
助
成
金
等
を
活
用
し
、
休

業
や
出
向
で
な
ん
と
か
乗
り
切

っ
て
い
る
。
今
日
の
集
会
で
議

論
を
深
め
、
交
通
運
輸
産
業
の

重
要
性
を
広
く
訴
え
て
い
く
と

と
も
に
、
今
後
の
政
策
制
度
要

求
づ
く
り
に
繋
げ
て
ほ
し
い
。」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
、
衆
議
院
議
員

で
あ
り
、
九
州
交
運
労
協
政
策

推
進
議
員
懇
の
矢
上
雅
義
会
長
、

山
内
康
一
幹
事
長
、
吉
川
は
じ

め
幹
事
ら
三
人
が
駆
け
付
け
、

「
交
通
運
輸
産
業
の
お
か
れ
た

厳
し
い
状
況
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

た
。基

調
講
演
に
は
、
熊
本
都
市

バ
ス
の
代
表
で
あ
り
共
同
経
営

推
進
室
の
室
長
で
も
あ
る
高
田

晋
氏
を
迎
え
、
今
年
4
月
か
ら

始
ま
っ
た
、
熊
本
の
５
つ
の
バ

ス
事
業
者
に
よ
る
共
同
経
営
に

つ
い
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

経
緯
等
に
つ
い
て
提
起
が
あ
り
、

「
共
同
経
営
と
言
っ
て
も
、
独

占
禁
止
法
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
規

制
を
避
け
る
た
め
の
施
策
で
あ

り
、
1
つ
の
会
社
に
な
る
わ
け

で
は
な
い
。」「
公
共
交
通
は
ま

ち
づ
く
り
と
連
携
し
て
行
う
べ

き
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
地
方
の

考
え
方
や
セ
ン
ス
が
重
要
に
な

る
。」
と
地
域
公
共
交
通
の
維

持
や
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
が
述
べ
ら
れ
た
。

集
会
の
後
半
は
、
鉄
道
・
ト

ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど
計
６
つ
の

部
会
ご
と
に
分
か
れ
、
今
年
度

の
政
策
制
度
要
求
素
案
に
つ
い

て
討
議
が
な
さ
れ
、
各
部
会
と

も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

九
州
交
運
労
協

第
17
回
交
通
運
輸
研
究
集
会

あいさつを述べる中原議長

基調講演を行う高田晋氏

集
会
の
最
後
に
「
コ
ロ
ナ
禍
で

厳
し
い
状
況
の
時
だ
か
ら
こ
そ
、

政
策
要
求
に
つ
い
て
じ
っ
く
り

と
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
も
九
州
交
運
労
協
と

し
て
各
種
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
」
と
津
留
副
議
長
よ
り

意
気
込
み
が
語
ら
れ
、
集
会
が

締
め
く
く
ら
れ
た
。

博
多
支
部
よ
り
、
支
部
で
執

行
副
委
員
長
を
務
め
て
い
る
原

信
康
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

職
場
は
博
多
新
幹
線
乗
務
所

で
九
州
新
幹
線
の
車
掌
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

九
州
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
Ｊ

Ｒ
九
州
櫻
燕
隊
」
で
も
活
動
し

て
い
ま
す
。
九
州
各
地
の
お
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
「
地

域
を
元
気
に
」
す
る
た
め
に
チ

ー
ム
の
み
ん
な
が
一
丸

と
な
っ
て
日
々
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
が
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
踊
る
機
会
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
を
信
じ
て
、

今
は
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
、
お
客
さ
ま
へ
感

動
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
「
そ
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
踊
り
を
見
に
来
て
下

さ
い
。」
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
目
標
と
し
て
は
「
新

し
い
コ
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
で
す
。
自
分
の
ま
だ

知
ら
な
い
世
界
を
少
し
で
も
経

験
し
、
人
生
を
楽
し
み
な
が
ら

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！


